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山梨県衛生環境研究所 



は じ め に 

 

 

山梨県衛生環境研究所は、公衆衛生・環境に関する県内唯一の公設研究機関と

して、山梨県の環境と県民の健康を守るため、感染症や食中毒の原因究明やまん

延防止、食品及び医薬品の安全性の確保及び大気、水質及び土壌の汚染防止等の

環境保全に関する様々な試験検査・調査研究に取り組んでいます。 

令和元年１２月に発生した新型コロナウイルス感染症（ＣＯＶＩＤ－１９）

については、当研究所では、令和２年１月中旬から検査実施の体制整備にあた

り、２月上旬からリアルタイム PCR 法での検査を開始し、３月６日に県内で初

めて感染者を確認した以降は増え続ける検体の検査に追われる日々でした。 

今年に入り、リアルタイムＰＣＲ法検査に加え、アルファ型（Ｎ501Ｙ）やデ

ルタ型（Ｌ452Ｒ）の変異株スクリーニング検査を開始し、さらに、感染者の増

加に伴うクラスター事例に係る接触者の検査への対応など当所の任務が広がり

続け、果たす役割の重要性を強く感じております。このような中、県庁内外から

も応援をいただきながら機器整備・検査体制の強化を図り、所一丸となって対応

して参りましたが、同時に、平時からの体制整備、人材育成の重要性を再認識し

たところです。 

感染症、食品、環境等公衆衛生に関する様々な問題が多様化、複雑化、広域

化、国際化が進み、研究所を取り巻く環境は大きく変化しております。常に危

機意識を持ちながら、諸問題や健康危機に迅速かつ的確に対応していくことが

できるよう検査体制の充実強化に努めて参ります。県民の皆様の期待に応えら

れる研究所を目指し、関係機関と連携を図りながら、更なる試験検査・調査研

究の機能強化を図って参りますので、なお一層の御理解と御支援を賜りますよ

うよろしくお願いいたします。 

ここに、令和２年度の調査研究成果と業務概要を「山梨県衛生環境研究所年報

第６４号」として取りまとめましたので、御高覧の上、御指導・御助言をいただ

ければ幸いに存じます。 

 

令和３年１２月 

 

山梨県衛生環境研究所     

所 長 小 林  早 苗    
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